
 

 

  - Q&A TSD-QA85 (2011/5) 

1. Q: CD Z68 Intel Smart Response 

Technology ? 

A: BIOS Intel Rapid  

 

Z68 Extreme4: http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Extreme4 

Z68 Pro3: http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Pro3 

Z68Pro3-M: http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Pro3-M 

 

Intel Smart Response  
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http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Extreme4
http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Pro3
http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Pro3-M


 

 

2. F2 DEL BIOS >  >  

 

SATA [RAID Mode]  

 

 

4. RAID ROM HDD Non-RAID Disk  

 
 

5. SATA HDD OS

SATA SSD  

 

6. Intel Rapid (10.5.0.1027)  

 

7. Intel Rapid  

 



 

 

 

 

8.  

 
 

9. OK  



 

 

 

 

10. Smart Storage Caching  

 


	技術参照 - Q&ATSD-QA85 (2011/5)
	技術参照 - Q&ATSD-QA85 (2011/5)
	技術参照 - Q&ATSD-QA85 (2011/5)


	1. Q:私はサポートCDからすべてのドライバをインストールしましたが、Z68マザーボードのIntel Smart Response Technologyテクノロジー有効にできません。どうすればいいのですか?
	A:まず、以下のリンクからBIOSとIntel Rapidストレージドライバを両方ともダウンロードして更新します。Z68 Extreme4: http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Extreme4Z68 Pro3: http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Pro3Z68Pro3-M: http://www.asrock.com/mb/overview.jp.asp?Model=Z68%20Pro3-Mその後、以下の手順に従ってIntel Smart Responseをダウンロードしてください。ステップ1. システムを起動する前に、HDDを対応するSATAポートに接続してください。Z68 Extreme4の場合、以下に示すようにポートに接続します。これらのポートは、Intel Smart ResponseテクノロジーをサポートするIntel PCHチップセットから出ています。Z68 Pro3またはZ68 Pro3-Mの場合、すべてのSATAポートが対応します。※注:HDDがSATA3仕様に準拠している場合、当社ではHDDをSATA3ポートに接続するようにお勧めします。この時点では、SSDをまだシステムに接続しないでください。ステップ2. F2またはDELを押してBIOS > 詳細設定 > ストレージ構成の順に選択してください。以下に示すように、SATAモードを[RAID Mode]に設定してください。ステップ4. RAID ROMスクリーンで、HDDステータスは「Non-RAID Disk」になっている必要があります。ステップ5. SATA HDDにOSをインストールしてください。インストール後、システムを停止し前記で一覧したSATAポートにSSDを接続します。ステップ6. Intel Rapidストレージドライバ(10.5.0.1027)をインストールしてください。ステップ7. インストールが完了したら、システムを再起動しIntel Rapidストレージテクノロジーを開きます。ステップ8. 「加速」を選択し、「加速を有効にする」をクリックします。ステップ9. 希望するようにデフォルト設定を変更し、「OK」をクリックします。ステップ10. 以下に示すように、Smart Storage Cachingが有効になります。


